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嘉内・賢治

　

「
ア
ザ
リ
ア
」
と
は
、
今
か
ら
90
年
前
の

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
、
盛
岡
高
等
農

林
学
校
（
現
在
の
岩
手
大
学
農
学
部
）
で
誕

生
し
た
「
ア
ザ
リ
ア
会
」
発
行
の
同
人
誌
（
文

芸
雑
誌
）
で
す
。
会
員
は
全
部
で
12
人
。　

　

第
１
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
１
９
１
７
年

の
７
月
１
日
。
そ
の
後
、
２
・
４
・
５
・
６
号

と
不
定
期
に
発
行
さ
れ
１
９
１
８
年
６
月
26

日
発
行
の
第
６
号
で
終
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
１
年
ほ
ど
の
短
命
な
雑
誌
で
し
た

が
、
こ
の
手
作
り
の
ち
い
さ
な
雑
誌
を
通
じ

て
、
宮
沢
賢
治
は
文
芸
に
目
覚
め
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
同
人
誌
を
き
っ
か
け
に
４
人
は
深
い

心
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
保
阪
嘉
内
・
小
菅

健
吉
・
河
本
義
行
は
、
賢
治
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
友
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　　

広
報
で
は
〝
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
〞
に
つ
い

て
、
今
月
か
ら
連
続
し
て
特
集
し
ま
す
。

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　　現
い ま

代に伝える・・・

保阪嘉内（左上）・宮沢賢治（右上）
小菅健吉（左下）・河本義行（右下）

　

２
０
０
６
年
保
阪
嘉
内
・
宮
沢
賢
治
生
誕
１
１
０

周
年
を
記
念
し
て
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
記
念

の
集
い
・
記
念
展
示
会
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
宮
沢
賢
治
の
作
品
は
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
、
新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
宮
沢
賢
治
と
盛
岡
高
等
農
林
学
校
で
学
び
、

ま
た
同
じ
理
想
を
持
ち
、
友
情
を
あ
た
た
め
た
韮
崎

出
身
の
保
阪
嘉
内
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
人
は
、
市

内
で
も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

二
人
の
友
情
や
青
春
の
葛
藤
は
、
昨
年
の
「
な
ん

で
も
鑑
定
団
」
で
も
話
題
と
な
っ
た
「
賢
治
か
ら
嘉

内
へ
の
7�
通
の
手
紙
」
に
も
著
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

〝
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
〟
は
実
行
委
員
会
の
活
動
を

受
け
継
ぐ
団
体
と
し
て
発
足
。
二
人
の
か
か
わ
り
や

残
さ
れ
た
手
紙
（
保
阪
家
に
は
他
の
二
人
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
手
紙
も
保
管
）
を
通
し
て
「
ア
ザ
リ
ア
」

の
主
要
メ
ン
バ
ー
四
人
の
絆
を
現
代
に
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「アザリア」２・３・５・６号
（保阪嘉内旧蔵本）

" アザリア記念会 "

＝＝ アザリア記念会 ＝＝
（目的）

　保阪嘉内・宮沢賢治らを中心とした「アザ

リアの友」の友情と理想を受け継ぎ、現在に

つなぐ活動を進める。　

（経緯）

　宮沢賢治・保阪嘉内生誕１１０周年記念実

行委員会を受け継ぐ団体として設立。

（会員）　

　保阪嘉内生誕の地、韮崎市民を中心メンバ

ーに市外・県外からも会に参加している。

また、嘉内の長男善三氏、次男庸夫氏も顧問

として名を連ねている。

（主な活動）
　〇 毎年１０月１８日（嘉内の誕生日）前後に
　　 「花園農村の碑」碑前祭を開催

　〇 「アザリアの友」関係組織との連携・交流　

　〇 会報「アザリア」の発行

　〇 出版・広報活動、 ブログ『宮沢賢治と「ア　

　　 ザリア」 の友たち』の運営

昨
年
10
月
18
日
に

行
わ
れ
た
碑
前
祭
の
模
様
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アザリア記念会

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　　現
い ま

代に伝える・・・

二人の友情を記念した
花園農村の碑
嘉内の生家に近い、東京エレクトロン韮崎

文化ホールの前庭に建立されました。

嘉内ゆかりの場所

岩手県から贈られた
ぎんどろの木

「ヤマナシ」の木を贈ったお礼に、２人

が歌に詠んだ「ギンドロ」の木が岩手県

知事から贈られ、市内３ヶ所に植えら

れています。

嘉内が静かに眠る
共同墓地

嘉内の生家を見下ろす七里岩

台上のお墓には、２人と妻さ

かゑの歌が刻まれた碑が建て

られました。

夜空に進むような列車が見られる
銀河鉄道展望公園
宮沢賢治の名作「銀河鉄道の夜」のヒントになっ

たとも言われる韮崎の夜空。この場所からは、

まさに銀河鉄道といった夜景を見ることができ

ます。

嘉内が短歌を詠んだ
鳳凰三山（地蔵ヶ岳）
　

保阪家先祖が眠る
屋敷跡「古屋敷」

資料と写真（一部）
はアザリア記念会
より提供していた
だきました。
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嘉内・賢治

 
　
　

賢
治
の
心
友
「
保
阪
嘉
内
」
は
、

ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
？

　

保
阪
嘉
内
は
、
１
８
９
６
（
明

治
29
）
年
10
月
18
日
、
山
梨
県
の

駒
井
村
（
現
韮
崎
市
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

県
立
甲
府
中
学
校
を
卒
業
後
、

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
北

海
道
大
学
農
学
部
）
の
受
験
に

失
敗
し
浪
人
生
活
を
送
っ
た
後
、

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
盛
岡

高
等
農
林
学
校
（
現
岩
手
大
学
農

学
部
）
の
農
学
科
第
二
部
に
入
学

し
、
寮
で
宮
沢
賢
治
と
同
室
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
縁
で
賢
治
と
の

仲
が
深
ま
り
、
１
９
１
７
（
大
正

６
）
年
７
月
に
は
共
に
「
ア
ザ
リ

ア
」を
創
刊
し
ま
す
。し
か
し
、「
ア

ザ
リ
ア
」
に
過
激
な
文
言
の
文
章

を
掲
載
し
た
こ
と
が
も
と
で

学
校
か
ら
除
名
処
分
を
受
け
、
志

半
ば
で
盛
岡
高
等
農
林
学
校
を
退

学
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
賢

治
は
嘉
内
に
座
右
の
書
で
あ
っ

た
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を

贈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
３

月
、
除
名
と
い
う
厳
し
い
処
分
を

受
け
、
学
校
を
去
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
嘉
内
は
、
再
び
駒
場

か
札
幌
の
農
科
大
学
を
受
験
し
ま

す
が
、 

受
験
勉
強
を
す
る
十
分

な
時
間
も
、
心
の
ゆ
と
り
も
な
か

っ
た
た
め
か
不
合
格
と
な
り
ま

す
。
翌
年
の
受
験
を
め
ざ
し
、
明

治
大
学
に
籍
を
置
き
つ
つ
東
京
で

勉
強
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
６

月
に
母
が
急
性
肺
炎
で
逝
去
し
た

た
め
、
進
学
を
断
念
し
て
郷
里
に

戻
り
、農
業
を
営
む
準
備
を
開
始
。

賢
治
か
ら
は
嘉
内
の
母
の
死
を
悼

む
手
紙
が
３
度
届
い
て
い
ま
す
。

　

自
ら
を
「
農
人
」
と
称
し
、「
花

園
農
村
」
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
試
み
を
開
始
し
た
嘉
内
で

し
た
が
、
旧
弊
な
家
や
農
村
で
は

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
一
年
志
願
兵
と
し

て
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
12
月

か
ら
１
年
間
の
軍
隊
生
活
。
そ
れ

に
続
く
山
梨
教
育
会
で
の
勤
務
。

こ
う
し
た
生
活
の
中
で
嘉
内
は
自

ら
の
進
む
道
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
一
時
は
家
を
出
る
こ
と

も
考
え
ま
す
が
、
賢
治
は
そ
れ
を
止

め
る
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
、
も
し
賢
治
が
止
め
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
賢
治
と
嘉
内
の
関
係
は
、

も
う
少
し
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　

　

そ
し
て
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

７
月
18
日
、
賢
治
と
嘉
内
は
上
野
の

帝
国
図
書
館
で
再
会
し
ま
す
が
、
宗

教
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
か
ら
激

し
い
口
論
の
末
に
訣
別
し
た―

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
以
降
嘉

内
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
就
き
つ

つ
、
予
備
役
の
軍
事
演
習
な
ど
に
参

加
し
て
数
年
を
過
ご
し
、
１
９
２
４

（
大
正
1�
）
年
、
山
梨
日
日
新
聞
社

に
入
社
、
記
者
と
し
て
文
芸
欄
や
編

集
を
担
当
し
ま
す
。
嘉
内
が
担
当
し

た
新
聞
の
歌
壇
に
短
歌
を
投
稿
し
た

佐
藤
さ
か
ゑ
と
知
り
合
い
、
結
婚
し

た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　

し
か
し
、
嘉
内
は
農
業
へ
の
思
い

を
断
ち
切
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た

営
農
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
２
５
（
大
正
1�
）
年
山
梨
日

日
新
聞
を
退
社
し
、
駒
井
の
実
家
に

戻
っ
て
再
び
理
想
の
模
範
農
村―

―

「
花
園
農
村
」
を
め
ざ
し
て
活
動
を

再
開
す
る
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

次
回
に
つ
づ
く

　１８９６年（明治２９年）岩手県花巻市生まれ。

　浄土真宗の信仰が篤い家庭で育ち、幼いころより仏

教への関心が深かったが、１９１４年に法華経と出会

い傾倒していく。

　小学校の頃は鉱物や昆虫の採集を熱心に行い、盛岡

中学在学中に短歌の創作を始めた。

　盛岡高等農林学校（現岩手大学農学部）の２年生の

時、１年遅れて入学してきた保阪嘉内と自啓寮で同室

となり、共に志が同じであることや短歌の創作など同

じ趣味を持つ事で急速に交友を深めていった。

　卒業後は農学校教師、農業指導者としても活躍。賢

治の理想郷は「イーハトーブ」という名であった。詩

人・童話作家としてはあまりにも有名。

    宮沢賢治って有名だけど・・どんな人だったの？
（主な著書）

　「注文の多い料理店」
　「風の又三郎」
　「銀河鉄道の夜」
　詩集「春と修羅」　

　「雨ニモマケズ・・」は、日本人な
ら誰もが一度は耳にしたとことがある
詩ですが、賢治没後発見された遺作の
メモでした。

　童話「やまなし」は現在使われてい
る小学６年生の国語の教科書（光村図
書）に掲載、岩手県との交流のきっか
けとなりました。韮崎市でも使われ子
どもたちが勉強しています。　
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５
月
1�
日（
金
）、
市
民
会
館

４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
第
２

回
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
」

の
皆
さ
ま
（
団
体
の
概
要
に
つ

い
て
は
Ｐ
２
参
照
）
と
「
韮
崎

ル
ネ
サ
ン
ス
と
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
か
ら
は
市
長
、
教
育
課

長
、
企
画
財
政
課
長
な
ど
が
出

席
、
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
か
ら
は

保
阪
善
三
、
庸
夫
顧
問
、
清
水

一
会
長
ら
９
人
の
方
々
が
出
席

し
て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

図
書
館
と
保
阪
嘉
内
資
料
館
の

建
設
に
つ
い
て
の
意
見

な
ど
が
、
熱
心
に
語
ら

れ
、
市
長
か
ら
は
、
保

阪
家
の
資
料
を
市
の
宝

と
し
て
大
切
に
保
存
、
公
開
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
会
員
か
ら
は
、
現

在
市
で
意
見
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
駅
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ア
ザ
リ

ア
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
紹
介

や
賢
治
・
嘉
内
関
係
資
料
に
つ
い

第 6次長期総合計画策定記念
まちづくりシンポジウムを開催！

　４月２５日（土）東京エレクトロン
韮崎文化ホールにおいて『まちづくり
シンポジウム』が開催されました。
　前半は、前山梨県立大学国際政策学
部教授の市原実氏による講演会が行わ
れ、本市の長期計画の特色と市民と行
政の具体的な協働事例についての紹介。後半は、市原氏のコー
ディネートにより、「協働でひろがる新たなまちづくり」をテ
ーマに市民団体の代表の方々と市長によるパネルディスカッシ
ョンが行われました。
　参加された方からは、「各団体の活動がわかって良かった。」

「自立した活動をしながら協働することが大切だと感じまし
た。」と言った感想が寄せられました。

※詳しい開催記録は、市のホームページに掲載されています 
　ので、ぜひご覧ください。
　【http://www.city.nirasaki.lg.jp/ art1165】

■お問い合わせ　企画財政課企画推進担当（内線３５５）

韮崎市のあたらしいまちづくり

て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
新
図
書
館
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。　

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線　

３
５
５
～
３
５
７
）
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食
べ
よ
う
！
学
校
給
食
シ
リ
ー
ズ 

２

子どもたちと市長との  ～ ふれあい給食会 ～

☆栄養士から《献立のねらい》
　子どもたちに人気のシャリシャリ大豆が入った
“だいずご飯”大豆には体の中で作ることが出来
ないアミノ酸（必須アミノ酸と言います）がたく
さん含まれています。苦手な人もいますが“小さ

なひとつぶ”にもすばらしいパワーをもっているのです。
好き嫌いなく、しっかり食べましょう！

今回のメニュー
だいずご飯・すいとん汁
魚のみそソースあえ

大根干しのサラダ・実生柑・牛乳

■お問い合わせ　
　教育課学校教育担当
　（内線２６３・２６４）
　kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

  第２回は韮崎小学校で 1 年生を対象に行われ
た「給食試食会」に参加して、小学校に上がっ
たばかりの子どもたちとそのお母さん方と一緒
に、和やかな雰囲気のなか、給食を食べました。
教室には、親子の笑顔があふれていました。
　

《韮崎小学校　５月１３日実施》

第
２
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

   「
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
」と
開
催
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
行
動
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
自
分
た
ち
の
力
で
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、
活
力
を
生
み
出
そ

う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
応
援

す
る
た
め
、「
韮
崎
市
公
募
・
提
案

型
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
思
い
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

仲
間
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

多
数
の
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
５
名
以

上
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
過
半
数
が
市

内
に
在
住
、
勤
務
又
は
在
学
し
て
い

る
市
民
団
体
又
は
グ
ル
ー
プ

■
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
自
主

的
に
取
り
組
む
も
の
の
う
ち
、
そ
の

活
動
が
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
地
域

社
会
の
発
展
な
ど
公
益
に
寄
与
す
る

事
業
。

※
施
設
の
建
設
等
を
目
的
と
す
る
も

　

の
や
国
・
県
・
市
又
は
市
関
連
団

　

体
か
ら
補
助
金
、
助
成
金
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
事
業
は
除
く
。

　
■
補
助
の
内
容

・
１
団
体
当
た
り
50
万
円
を
限
度 　

　

（
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
）

・
同
一
事
業
に
対
し
、
年
度
中
１
回

　

ま
で
（
計
３
回
を
限
度
）

■
事
業
の
例

①
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ

　

あ
う
機
会
を
作
り
た
い
！

「
遊
び
を
通
じ
た
世
代
間
交
流
事
業
」

「
子
ど
も
と
お
か
え
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

②
に
ら
さ
き
に
は
美
味
し
い
食
材
が

　

い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
地
域
お
こ
し

　

や
健
康
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
？

「
郷
土
料
理
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
」

③
伝
統
行
事
を
活
か
し
て
地
域
を
盛

　

り
上
げ
た
い
！
地
域
の
風
習
や
歴

　

史
を
掘
り
起
こ
し
て
子
ど
も
た
ち

　

に
伝
え
て
い
き
た
い
！

「
郷
土
の
偉
人
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

　

こ
れ
ら
は
第
６
次
長
期
総
合
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
さ
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら

出
さ
れ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
（
協
働

の
種
）
の
一
部

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

（１）
申
請
期
間

　

７
月
１
日（
水
）
～

12
月
25
日（
金
）

（２）
申
請
書
類

　

①
韮
崎
市
公
募
・
提
案
型
補
助
金

　
　

交
付
申
請
書

　

②
団
体
の
規
約
等

　

③
事
業
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

④
団
体
の
活
動
報
告
書
及
び
収
支

　
　

決
算
書

　

⑤
そ
の
他
補
助
金
の
交
付
に
関
し

　
　

参
考
と
な
る
書
類
等

（３）
申
請
手
続

　
　

市
企
画
財
政
課
で
配
布
す
る
申

　

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企

　

画
財
政
課
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
補
助
事
業
実
施
期
間

　

補
助
金
交
付
の
日
か
ら

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

■
審
査
と
交
付
決
定

　

申
請
書
及
び
書
類
を
基
に
、
市
に

よ
る
審
査
を
行
い
、
補
助
金
の
交
付

を
決
定
し
ま
す
。
内
容
の
審
査
に
あ

た
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

結
果
は
、
各
応
募
団
体
に
通
知
す

る
ほ
か
、
対
象
と
な
っ
た
事
業
・
団

体
に
つ
い
て
は
、
広
報
に
ら
さ
き

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
５
５
）

　

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

〉

★市民主体の「まちづくり事業」を募集します★

　 　市では、近年増加している遊休農地の解消に向け、農
地に賃借権を新規設定し、規模拡大を目指す農業者（借
り手）のみなさまに補助金を交付します。

【対象となる農地】

農業振興地域整備計画に基づく農用地区域内にある遊休農地

【賃借権の要件】

次の要件を全て満たしていることが必要です。

①農業経営基盤強化促進法に規定する利用権（賃借権に限る）

　の新規設定又は農地法第３条に規定する賃借権の新規設定

②５年以上の利用権設定があること。

③利用権の設定面積が５ａ以上あること

【補助金の額】　　遊休農地　　10 ａ当たり　２万円

　　　　　　　　荒廃農地　　10 ａ当たり　５万円

※申請について詳しくはお問い合わせ下さい。

※耕作放棄地の再生利用に関しては、別に国の支援制度も
　あります。

遊休農地：過去１年以上
作物を栽培していないが、
多少手を加えれば耕地に
なる可能性のある農地

荒廃農地：多年生雑草や
潅木が繁茂し、通常の農
業用機械では耕起が不可
能な農地（田・畑）や、改
植を行わなければ通常の
作物栽培ができない状態
の農地（樹園地）

「
地
域
の
農
地
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
☆
」

遊
休
農
地
等
利
用
促
進
補
助
金
制
度

■お問い合わせ
　農林課農林振興担当
　（内線２２３・２２４）
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■採用予定人員（平成２２年４月採用）
　若干名（性別不問）

■受験資格
◇年齢要件および学歴
　昭和５８年４月２日～
　　　　平成４年４月１日までに生まれた者

 ・消防職Ａ　大学を卒業した者（平成２２年              
　　　　　　 ３ 月までに卒業見込みの者）

 ・消防職Ｂ　上記以外の者で高等学校を卒業
　　　　　　 した者（卒業見込みの者）

◇住所要件
　平成２１年４月１日から引き続き韮崎市、
　北杜市、甲斐市および峡北地域近隣市町村

　に住所を有する者（修学などのため当該地

　域内に住所を有さない者を含む）

◇その他
 ・日本国籍を有する者
 ・地方公務員法第１６条に該当しない者
 ・消防職員としての身体要件を備えている者
 ・普通運転免許所有者（取得見込みの者）

■申込受付期間
　７月２１日（火）～ ８月１１日（火）
　９時～１７時３０分（土・日曜日は除く）

■必要書類の配布
　申込書・試験実施要綱を７月１４日（火）　
　から峡北広域行政事務組合総務課にて配布

■お申し込み・お問い合わせ
　峡北広域行政事務組合総務課
　☎２２－３３１１（内線２０・５８）

峡北広域事務組合 消防職員募集

昭
和
34
年
８
月
の
台
風
７
号

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
量

の
土
砂
や
流
木
が
釜
無
川
に
流

出
し
て
、
泥
流
が
静
か
な
農
村
地

帯
を
襲
い
集
落
や
人
々
を
の
み

こ
み
、
尊
い
生
命
や
財
産
が
奪
わ

れ
、
一
瞬
に
し
て
地
獄
絵
と
化
し

ま
し
た
。

　

「
大
き
な
石
が
転
が
る
音
と
鉄

砲
水
の
音
が
聞
こ
え
、
家
の
前
の

道
路
が
川
に
な
っ
た
」

　

「
釜
無
川
で
は
大
き
な
木
や
家

の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
た
」

　

「
堤
防
が
決
壊
し
て
、
武
田
橋

が
流
さ
れ
親
に
手
を
引
か
れ
高
台

に
避
難
し
た
」

　

体
験
者
に
は
様
々
な
光
景
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
か
ら
50
年
を
迎
え
る

本
年
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
度
、

認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
34
年
の
台
風

災
害
か
ら
50
年
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
そ
の
災
害
が
教

訓
と
な
り
、
日
頃
か
ら
市
民
一

人
ひ
と
り
の
水
害
に
対
す
る
認

識
が
高
く
、
各
地
域
で
の
河
川

愛
護
活
動
が
永
い
間
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
も
、
各
自
治
会
ご
と
に

７
・
８
・
９
月
中
の
休
日
等
を
「
河

川
愛
護
デ
ー
」
の
実
施
日
と
定

め
、
洪
水
に
よ
る
水
害
の
発
生

防
止
と
河
川
に
対
す
る
愛
着
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
・

水
路
等
の
除
草
、
清
掃
、
土
の

う
づ
く
り
等
の
作
業
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

み
ず
か
ら
の
手
で
、
河
川
の

清
掃
を
行
い
、
安
全
な
暮
ら
し

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
活
動
と
同
時
に
、
洪

水
等
の
災
害
を
想
定
し
、
避
難

場
所
・
避
難
経
路
の
確
認
、
気

象
情
報
に
注
意
す
る
な
ど
の
心

構
え
も
必
要
で
す
。

安
全
で
、
き
れ
い
な
川
が
好
き

「
河
川
愛
護
デ
ー
」
水
防
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

◇防災士資格取得助成のお知らせ◇
　災害の発生を防ぐことは出来ませんが、災害に
対する知識と災害の発生後の対応知識を備えるこ
とにより、被害を大幅に軽減させるとこは可能で
す。それを担うのが『防災士』です。
　自主防災会にこのような『防災士』が配置され、
防災意識の啓発や災害に備えた“自助・互助”に
よる活動に取り組み防災体制が構築されます。
　市では『防災士』の資格取得費の一部を助成し
ています。この機会に『防災士』　になりませんか？

◆お問い合わせ　
　総務課防災交通担当　（内線３３９）

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

“
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
”
を
開
催
し
ま
す

34年災害から50年
－災害シンポジウム－

■日時　　７月１８日（土）

　　　　　１３時３０分～１６時３０分

■会場　　東京エレクトロン韮崎文化ホール　

　　　　　小ホール　　　　※入場無料

■日程　　基調講演

　　　　　災害のフィルム放映

　　　　　パネルディスカッションなど

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
夏
が
来
た
！
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受診率６５％を目指して！健康診断は毎年受けましょう！
「総合健診」が始まります

　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
保
健
指
導
担
当　

　
　

 　

  

健
康
増
進
担
当

　　　　　　　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

　

昨
年
４
月
か
ら
医
療
保
険
者
（
国
民
健

康
保
険
、
共
済
組
合
、
全
国
健
康
保
険
協

会
等
）
が
加
入
者
（
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
）

を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
を
重
視

し
た
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
市
の
特
定
健
診
の
受
診
状
況
と

メ
タ
ボ
該
当
状
況
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

未
受
診
の
方
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
受
診
券
の
交
付

　

対
象
者
に
は
受
診
券
の
入
っ
た
健

診
キ
ッ
ト
を
７
月
上
旬
に
送
り
ま
す
。

届
か
な
い
方
は
希
望
日
の
２
日
前
ま

で
に
保
健
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
事
前
に
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い 

　

方
は
当
日
、
健
診
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。
が
ん
検
診
の
み

　

の
受
診
の
方
も
同
様
で
す
。

◇
当
日
の
持
ち
物

・
健
康
保
険
証
（
忘
れ
た
場
合
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
）

・
回
答
用
紙
（
え
ん
ぴ
つ
で
も
れ
な

　

く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

・
個
人
負
担
金
（
案
内
や
内
容
を
確

　

認
し
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願    

　

い
し
ま
す
）

・
尿
検
査
容
器

・
大
腸
検
査
用
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
大
腸

　

が
ん
検
診
受
診
希
望
者
の
み
）

・
特
定
健
診
受
診
券
（
社
会
保
険
被

　

扶
養
者
の
み
）

【
が
ん
検
診
な
ど
の
す
す
め
】

　

が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査

な
ど
特
定
健
診
以
外
の
健
診
項
目
も

市
が
実
施
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
検

査
は
総
合
健
診
会
場
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
検
診
な
ど
は
、

対
象
年
齢
や
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ご

自
分
で
希
望
す
る
検
査
を
当
日
受
付

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

種　　類 検査項目 対象者 金額（円） 備　考

特定健診
（今までの基本健診）

質問項目、身体計測、理学
的検査、血圧測定、血液生
化学検査、肝機能検査、血
糖検査、尿検査

○ 25 ～ 39 歳
○ 40 歳 以 上 �4 歳 
　以下の国保加入者
○〃の国保以外の保
　険の被扶養者
○ �5 歳以上

1,000 �0 歳以上無料

肝炎ウィルス検査
問診、HCV抗体検査及びHB
ｓ抗原検査

40 歳の方 500

骨粗しょう症検査 問診及び骨塩定量検査
40,45,50,55,�0,�5,�0
歳の女性

1,000 �0 歳無料

歯科及び歯周疾患検診 問診及び歯・歯周組織検査 25 歳以上の方 無料

胃がん検診 問診及び胃部X線検査 40 歳以上の方 1,000 �0 歳以上無料
肝がん検診 問診及び腹部超音波検査 25 歳以上の方 1,000 �0 歳以上無料

●子宮がん検診
問診、視診及び子宮頚部の
細胞診

20 歳以上の女性
2,000 �0 歳以上無料

●乳がん検診
問診、視触診、超音波検診
又はマンモグラフィ検診

25 歳以上の女性 1,000 �0 歳以上無料

胸 部 X 線 検 診（�5
歳以上の方は結核定
期健康診査を含む）

問診、胸部X線検診 25 歳以上の方 500 �0 歳以上無料

CT 検診
（オプション）

問診、マルチスライスらせ
んCT検査

40 歳以上の方 2,000

●喀痰検査 問診、喀痰細胞診
40 歳以上の方で喫
煙指数が �00 以上

1,000 �0 歳以上無料

大腸がん検診 問診、便潜血検査 25 歳以上の方 500 �0 歳以上無料
前立腺がん検診 問診、PSA検査 50 歳以上の男性 500 �0 歳以上無料

＊年齢については平成22年3月31日現在の年齢です。	 ●印の検査は、別日程で行います。	

肺
が
ん
検
診

■
各
種
検
診
の
ご
案
内
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■各地区健診日程表

・備考の「CT」は肺がん CT 検査が、「P 乳」は午後に乳がん検診があることを示します。 
・都合の悪い場合は該当地区以外の日にも受診ができます。   
・脱いだり着たりしやすい服装でお越しください。     

始
め
ま
し
ょ
う
水
中
運
動 

ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）

で
カ
ラ
ダ
が
若
返
る
！
？ 

　ゆ～ぷるにらさき インフォメーション

受診日 健診地区 健診場所 受付時間 地　　区 備考

7月 21日（火）円野 つぶらの会館 8:00 ～　9:00 下円井、入戸野、宇波円井
9:00 ～ 10:30 上円井

7月 22日（水）清哲 清哲会館 8:00 ～　9:00 青木、中谷 Ｐ乳
9:00 ～ 10:30 折居、折居台、御杉

7月 23日（木）神山① 神山体育館 8:00 ～　9:00 鍋山、御堂
9:00 ～ 10:30 武田、北宮地

7月 24日（金）旭 旭体育館 8:00 ～　9:00 北割 Ｐ乳
9:00 ～ 10:30 中割、南割

7月 26日（日）韮崎① 保健福祉センター 8:00 ～　9:00 岩下、上ノ山、一ツ谷、祖母石 ＣＴ
9:00 ～ 10:30 中央町、本町

7月 28日（火）藤井 文化ホール 8:00 ～　9:00 北下条、南下条、相垈、蔵の前 ＣＴ・
Ｐ乳9:00 ～ 10:30 絵見堂、鳥居、駒井、上野、道下、坂井

7月 30日（木）穴山・市全体① 文化ホール 8:00 ～　9:00 穴山町全域 ＣＴ
9:00 ～ 10:30 未受診者

7月 31日（金）市全体② 文化ホール 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ

8月　2日（日）韮崎② 保健福祉センター 8:00 ～　9:00 富士見、中島 ＣＴ9:00 ～ 10:30 水神、富士見ヶ丘、若宮、栄

8月　3日（月）竜岡 竜岡体育館 8:00 ～　9:00 石宮、真葛、越道
9:00 ～ 10:30 若尾新田、坂の上

8月　4日（火）穂坂① 勤労青年センター 8:00 ～ 10:30 未受診者
8月　5日（水）神山② 神山体育館 8:00 ～ 10:30 未受診者
10月　4日（日）市全体③ 保健福祉センター 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ
10月　6日（火）市全体④ 文化ホール 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ
10月　7日（水）市全体⑤ 文化ホール 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ

10月 13日（火）中田 中田体育館 8:00 ～　9:00 小田川
9:00 ～ 10:30 中條

10月 14日（水）大草 大草公民館 8:00 ～　9:00 羽根、西割、町屋
9:00 ～ 10:30 若尾

10月 15日（木）穂坂② 勤労青年センター
8:00 ～　9:00 三之蔵、柳平、三ツ澤、上今井、長久保、原

9:00 ～ 10:30 宮久保、飯米場、鳥の小池、権現沢、上ノ原、日之城
10月 18日（日）市全体⑥ 保健福祉センター 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ
10月 25日（日）市全体⑦ 保健福祉センター 8:00 ～ 10:30 未受診者 ＣＴ

　４月から水中運動の新しいプログラ
ムを開始しました！健康維持のため、
あなたも始めてみませんか？
　今ならお徳！ＯＮＥコイン（５００円）

にてレッスンが受けられます。

　平成２２年３月末まで、韮崎市民の方限

定で、１レッスンと温泉入浴料合わせて

５００円で利用できます。韮崎市民とわか

るもの（運転免許証・保険証等）を持参し

てください。

　この機会にぜひ、水中運動を体験してみ

てください。

■お問い合わせ

　ゆ～ぷるにらさき   ☎２０ー２２２２

新
その１
毎月２６日は「風呂の日！」
サービスデーを実施します。
市内の方は１００円引き、市外の方
は２００円引きで入館できます！

その２
お得な「ポイントカード」始めまし
た！ご家族であれば、いっしょに利
用するのもＯＫです。

※詳しい内容は、ゆ～ぷるにらさき  
　までお尋ねください。
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新

国民健康保険の税率  決定しました！
　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
保
険
分
、

介
護
保
険
分
（
40
歳
～
64
歳
）、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
の
合
計
額
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、

国
保
加
入
者
が
７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽

減
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
応
益

割
合
（
減
額
す
る
基
準
と
な
る
も
の
）
を

設
定
し
ま
し
た
。

　

国
保
税
率
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
医
療

保
険
分
が
減
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

が
増
え
て
い
る
の
で
実
質
据
え
置
き
と

な
り
ま
す
。

【
福
祉
課
よ
り 

お
知
ら
せ
】　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス　

　
　
　
　
　

事
業
者
を
募
集
！

　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
第
四
期
）
に
基
づ
き
、

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
図
る
た
め
、
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
公
募
す
る
地
域
密
着
型

　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
及
び
整
備
数

　

○ 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

○ 

１
ヵ
所

■
応
募
手
続
き

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

公
募
申
込
書
を
提
出
。

　

（
応
募
さ
れ
る
事
業
者
は
事
前

　

協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

■
応
募
期
限

　

平
成
21
年
７
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　
　
　

（
内
線
１
８
０
～
１
８
２
）

合計の税率は

今までと

おなじ！

新
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
の

　
　
　
　

取
得
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

確
保
を
図
り
、
介
護
分
野
の
慢
性

的
な
人
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
資
格
取

得
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
助
成
の
対
象

　

韮
崎
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成

21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
二
級
の
資
格
を
取
得
し
た
人

■
助
成
額

　

受
講
料
の
２
分
の
１
の
金
額　

　

（
５
０
、０
０
０
円
上
限
）

今　月　の　納　税
税　目 納期限

市県民税（普徴）第１期 ７月１５日（水）

固定資産税  第２期

７月３１日（金）
国民健康保険税  第１期

後期高齢者医療保険料
第１期

　　　　■お問い合わせ　
　　収納課（内線１６３～１６６）

離職者などに対する国保税の減免について
　景気の悪化、不況により離職された方などに対し、平成
２１年度から新たに国民健康保険税を減免します。やむを
得ない事情で失職、倒産及び解雇となり国保に加入された
方など ( 既存の加入者も含む）で、保険税負担が過重にな
る可能性のある世帯に配慮します。前年中の世帯総所得が
２５０万円以下になる世帯が対象となり、所得の減少の割
合に応じて、最大で所得割が全額免除となります。
　申請書と収入状況等申告書の用紙は、国保医療担当窓口
に用意してあります。また、自己都合による退職や基準の
所得を超過した世帯は対象となりません。

※詳しい条件や減免の内容は、お問い合わせください。

■お問い合わせ　　
　市民課国保医療担当　（内線１２７～１２９）

必要書類
 ・減免申請書
 ・収入状況等申告書
 ・雇用保険受給資格者証など
 　（失業理由などを確認するため）
 ・印鑑
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75
　　歳以上

◇お問い合わせ
　市民課国保医療担当
　　（内線１２７～１３０）
　収納課徴収担当
　　（内線１６５・１６６）
　山梨県後期高齢者医療広域連合
　　☎０５５－２３６－５６７１

　

後期高齢者医療被保険者証が
新しくなります

　平成 21 年８月１日より新しい被保険者証が交付されます。
新しい被保険者証は、薄い茶色で７月下旬には簡易書留で郵送されます。
　届いたら名前などに間違いがないか確認して、医療機関で診療を受ける場合にご提示ください。
現在お使いの被保険者証は、８月以降使えませんので、各自で処分してください。また、限度額
適用・標準負担額減額認定証も８月１日より新しくなり、被保険者証とは別に郵送されます。

◇ 後期高齢者医療制度における保険料軽減措置について
　平成 21 年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の７割・５割・又は２割軽減措置）
に加え、９割軽減等の軽減措置を行います。　※詳しくは市民課までお問い合わせください。

◇ 平成２１年度後期高齢者医療保険料決定について
　後期高齢者医療保険料は、被保険者それぞれの前年中の所得に基づき、毎年７月に算定され、
決定した保険料は７月中旬までにお知らせします。年度途中の資格取得者（誕生日や転入等）の
保険料の通知等の送付は翌月となります。また、離職者に対する保険料の減免制度もあります。
内容につきましては、山梨県後期高齢者医療広域連合、または市民課までお問い合わせください。
　

竜王社会保険事務所からのお知らせ
　
　みなさまのご自宅を国民年金推進委員が訪問し

ています。（土日夜間も訪問しています。）国民年

金推進委員は、社会保険事務所の職員で身分証明

書を携帯していて、主に保険料の収納や口座振替・

保険料免除などの手続き、国民年金への加入勧奨

を業務として活動しています。

　　韮崎市担当の国民年金推進委員は

　　　　岩本智恵子さん・細田哲也さんです。

　
◆お問い合わせ　
　竜王保健事務所　☎０５５－２７８－１１０４

　各福祉計画を策定します
　市では今年度、福祉の取り組みを充実させる

ため「韮崎市地域福祉計画」、「韮崎市次世代育

成支援行動計画（後期）計画」、「韮崎市障害者

ふれあい計画」、の見直し・策定を行います。

  障害者ふれあい計画の策定では、アンケート調

査を実施しますので、該当になられた方はご協

力をお願いします。

　　　　■お問い合わせ
　　　　　福祉課福祉介護担当　（内線１８０）

　　　　　　　子育て支援担当　（内線１７３）

　　　　　　　　社会福祉担当　（内線１７６）

◇ 保険料の納付方法について
　保険料の納付方法は、年金から天引きさ
れる「特別徴収」と、納付書や口座振替に
よる「普通徴収」の２通りとなります。（図
参照）納付書で納める方で口座からの引き
落としを希望する方は収納課までお問い合
わせください。

【図】保険料の納付方法
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一
時
的
に
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方
な
ど

は
、
入
院
先
や
現
在
居
住
の
市
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
や

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
５
の
人
は
、
郵
便

に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
あ
ら
か

　

じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所

　

第
11
・
13
投
票
所
（
中

条
上
野
・
穴
山
公
民
館)

は
今
ま
で
と
所
在
地
が

変
わ
り
ま
し
た
。

■
投
票
所
入
場
券

　

告
示
後
、
世
帯
ご
と
に
投
票
所
入
場
券
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
及
び
審
査
公
報

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
公
報
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
審
査
公
報
は

投
票
日
の
５
日
前
頃
に
新
聞
折
込
み
と
市
内

各
所
協
力
施
設
で
配
布
す
る
予
定
で
す
が
、

新
聞
を
と
っ
て
い
な
い
な
ど
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

韮
崎
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
３
３
・
３
３
４
）

　市では、みなさんがお使いになった水道の使
用量を正確に検針するため、計量法に基づき８
年に１度、水道メーターの交換を行っています。
　該当するお宅には、市から委託を受けた韮崎
市上水道組合加盟の指定店業者が、９月中旬ま
での間、随時取替作業に伺います。
　作業時には、ご不便をおかけしますが、ご協
力をお願いします。

◆ 交換は無料です
　交換するメーターの費用は、市で負担します。

（業者がメーター交換の代金をいただく事はあ
りません。）なお、作業する委託業者は、身分
証明書（顔写真入り）を携帯しています。不審
な点がありましたら、ご確認ください。

◆ 立会いは必要ありません
　作業の際には、各ご家庭にお声がけをします
が、お留守の場合でも取替させていただきます
のでご了承ください。

あ
な
た
の
一
票
た
い
せ
つ
に
！

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

衆
議
院
議
員
は
今
年
９
月
10
日
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
た
め
（
解
散
の
場
合
は
任
期
満

了
前
に
終
了
）、
近
日
中
に
衆
議
院
議
員
総

選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

防
災
無
線
や
選
挙
公
報
な
ど
に
よ
り
み
な
さ

ま
に
周
知
し
ま
す
。

　

貴
重
な
１
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
は
「
候
補
者

名
」
を
、比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
に
は
「
政

党
名
」
を
、
国
民
審
査
に
は
「
や
め
さ
せ
た

方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の
欄

に
×
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
○
な
ど
を

書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
）

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
、
身
体
上
の
理
由
な
ど
で
選

挙
当
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
は
投
票
日
の
11
日
前
か
ら
投
票
日

前
日
ま
で
、
国
民
審
査
は
投
票
日
の
７
日
前

か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
、
８
時
30
分
か
ら
20

時
の
間
、
市
役
所
１
階
防
災
会
議
室
に
お
い

て
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
入
場
券
が
、
配
達
前
の
場
合
で
も
、
身
分

証
明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
投
票
は
可
能
で
す
。）

■
不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

ら
れ
て
い
る
方
、
韮
崎
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
が
既
に
転
出
さ
れ
た
方
、

　また、作業に立会っていただく必要はありませ
んので、事前に個別のお知らせは行いませんが、
交換を行ったお宅には、「水道メーター器の取替済
のお知らせ」を投函します。

◆ 交換後の水道使用について
　交換作業は、細心の注意を払って行いますが、
取替時に空気が入ることや若干の濁りが発生する
場合があります。
　そのような場合は、浄水器等が付いてない蛇口
を開け、水道管内の空気や水を排出してからお使
いください。

◆ メーター管理のお願い
　２か月に一度行っている水道使用量の検針や、
今回のメーター交換の作業などを能率よく進める
ため、普段から水道メーターの管理について、ご
注意いくださるようお願いします。

①メーターボックスの上に、物をおかないように
　してください。
②メーターボックスの中を、きれいにしておいて
　ください。
③犬は放し飼いにせず、出入□やメーターボック
　スから離れた場所に、つないでおいてください。

■お問い合わせ
　上下水道課水道管理担当（内線６１６・６１７）

委託業者が伺います水道メーターの取替
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な
お
、
市
で
は
み
な
さ
ま
の

排
水
設
備
の
新
設
及
び
改
造

工
事
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
専
門
技
術
者
の
い
る
工

事
店
を
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
指
定
店
に
接
続
工
事
を

依
頼
す
れ
ば
、
工
事
に
必
要
な

手
続
き
を
代
行
し
、
完
成
す
る

ま
で
責
任
を
も
っ
て
行
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
任
せ
る
こ

市
で
は
、
計
画
的
に
下
水

道
を
整
備
し
て
い
て

平
成
20
年
度
末
の
整
備
率
は

53
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
下
水
道
へ
の
加
入
率

は
�4
％
で
ま
だ
ま
だ
低
い
状

況
で
す
。

　

整
備
が
終
わ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
住
ま
い
で
、
下
水

道
に
未
接
続
の
方
は
排
水
設

備
の
早
期
設
置
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を

下水道に接続しましょう

　県内外の有力チームを招き、韮崎中央公園をメ
イン会場に開催される恒例のサッカーイベントで、
今年で 29 回目を迎える伝統のある大会です。
　小学生・中学生・高校生・女子・シニアの各カ
テゴリーごとに、熱戦が展開されます。プレーす
る選手たちに熱い声援をお願いします。

◇中学生の部
　７月４日（土）・５日（日）
　韮崎東中学校・韮崎西中学校・韮崎スポーツクラブ
◇小学生の部
　７月１１日（土）・１２日（日）
　韮崎東サッカースポーツ少年団・韮崎スポーツクラ
   ブ・韮崎フットボールクラブ
◇高校生の部
　７月１８日（土）～ ２０日（月）
　韮崎高校・韮崎工業高校
◇女子の部
　７月２５日（土）・２６日（日）
　韮崎スポーツクラブ女子
◇シニアの部
　１０月３１日（土）・１１月１日（日）
　韮崎６０雀サッカークラブ

　※試合会場につきましては、韮崎中央公園陸上競技場、
　　同芝生広場ほか、複数の会場が設定されていますので、
　　詳しい日程などは下記までお問い合わせください。

■お問い合わせ
　実行委員会事務局（教育課スポーツ振興担当）
　☎ ２２ー０４９８

大会日程および地元参加チーム

第
29
回
武
田
の
里
に
ら
さ
き

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

と
が
で
き
ま
す
。

　

河
川
、
水
路
な
ど
の
水
質
は
地

域
が
ま
と
ま
っ
て
下
水
道
を
使
用

す
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　
　
　

 

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

　　　　　　　　
　“家族で楽しもう”
第１回 釜無川アユ釣り大会 参加者募集！！

元気な子どもたち集まれ～ !!　南アルプス山塊を源流とする釜無川水系には、今年も

稚アユ２,１００ｋを放流、稚アユの育ちは良好です。

　そこで、釜無川アユ釣り大会を開催します。夏休み中

の子どもたちに、アユのつかみ取りを楽しんでもらう企

画もご用意しましたので、ご家族おそろいでご参加くだ

さい。（申込書は市役所・漁協・釣具店などで配布）

●開催日：８月１日（土）※荒天中止

●開催場所：釜無川河川公園 ( 宮川堰提～武田橋間）

●受付：６時～６時３０分（現地にて）

●アユ釣り大会：７時～１１時（４時間）

●参加資格：住所・性別・年齢の制限はありません。　

　ただし、１８歳未満の場合は保護者の同意が必要です。

●参加料金：１人２,０００円（オトリアユ２匹付き）

●遊漁証：峡北漁業協同組合が発行する遊漁証が必要で

　す。※当日受付でも販売します。（１,８００円）

●応募方法：申込書に記入のうえ、事務局まで郵送また

　はＦＡＸでお申し込みください。

●応募期限：７月１７日（金）到着分まで　

　 ■お問い合わせ　アユ釣り大会事務局（市商工観光課　☎ 0551－22－1111/ 23－1215）

      " アユのつかみ取り "
●時間・・・午前１０時～１１時３０分

　　　　　　※受付：９時３０分 ～１０時

　　　　　　※アユがいなくなった時点で終了

●会場・・・釜無川河川公園内貯水池

　　　　　　※水深約３０cm

●参加料金：無料（限定５０名）

●参加資格：中学生以下の子ども

　※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です。

　※水に濡れても良い服装でご参加ください。

●応募方法：申込書に記入して、事務局まで郵送、

　ＦＡＸにてお申し込みください。（持参も可）

●応募期限：７月１７日（金）到着分まで

　つかみ取りしたアユは、その場で塩焼きにして

食べられます。焼きそば・生ビール・ジュース・

かき氷など、屋台もありますよ。

同時開催

選手た
ちに

熱いエ
ールを

送ろう
！
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　６月６日（土）霧雨の降る中、富士島建設協力
会と甘利山クラブの合同ボランティア活動が行
われ、約１２０名が参加。レンゲツツジが咲く本
格的な観光シーズンを前に甘利山への県道の清
掃や山頂へ続く登山道の整備、また、枯れたままになってい
て危険だった松の大木を切り倒す作業などが行われました。

「レンゲツツジの季節を迎え・・・
　　　　　　　　甘利山を守る活動」

広報にらさきでは、市内で行われるさまざ
まな行事や、あなたの身の回りの話題を募
集しています。広報は市ホームページでも
ご覧いただけます。
情報は郵送・メール・☎でお寄せください。
企画財政課企画推進担当
　　　　☎２２－１１１１（内線３５６）

　さずがプロ！
グリーンロッジ
付近の枯れ木の
大木も、あっと
いう間に切り倒
されて（写真上）
切り株だけにな
りました。

　６月１６日（火）「みんなで元気に歌おう会」（円
道会長）のメンバーによる静心寮への慰問が行わ
れ、入居しているお年寄りが、いっしょに歌った
り、落語を聞いたりして楽しみました。また、会
からお年寄りに記念品もプレゼント。この活動は
毎年行われ、今年で７回になるそうです。

掃や山頂へ続く登山道の整備、また、枯れたままになってい

　さずがプロ！
グリーンロッジ

　「あ～んして、ムシ歯は無いかなぁ」ＶＦ甲
府サンクスデー（７月１８日）のＰＲに訪れ
たヴァンくんも大きな口を開けました。６月
７日（日）歯科医師会の主催により、東京エ
レクトロン韮崎文化ホールにおいて虫歯予防
デーにちなんだ「歯の無料相談会」が開催され、
歯科医師による健診や相談、フッソ塗布など
があり会場は大勢の親子連れで賑わいました。

「みんなでいっしょに♪♪歌おう会」

「歯を大切に！　歯の衛生週間」

「 ヴァンクンも
　ムシ歯チェック！」
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その３
「名物になあれ・・ニラやきそば！」

「上手にお手伝いできたかな？」

　子育て中のお母さんをサポート！簡単で栄養の
バランスが取れたメニューのクッキング教室が児
童センター事業で行われ、栄養士の指導のもと９
組の親子が参加、子どもたちもお手伝いして、と
ろけるやわらかさの煮込みハンバーグなどが出来
上がりました。その後は参加者全員で試食、「簡
単に作れるのに美味しい！」と好評でした。

  

今
月
の
一
押
し
！

       

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

５月３１日に行われた選考会の様子

その１
韮崎出土の土偶（写真右２体）
が海を渡り大英博物館に展示

　

㈱
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
（
鈴

木
社
長

：

本
社
韮
崎
市
）
は
、
平

成
21
年
度
の
「
県
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
「
リ

ベ
ン
ジ
」を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、

５
月
31
日
市
営
総
合
体
育
館
に
お

い
て
選
手
選
考
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
約
30
人
の
応
募
者
が

技
術
を
ア
ピ
ー
ル
、
今
夏
の
始
動

を
目
指
し
た
活
動
が
、
い
よ
い
よ

本
格
化
し
ま
し
た
。

その２
フットサルクラブ
　　「リベンジ」創設！！

　今秋イギリス大英博物館で開催される「土偶
展（仮称）」に韮崎市から縄文時代の土偶２点
が出品されることになりました。坂井遺跡から
立像土偶１点と、後田遺跡から仮面土偶１点で
す。全国から６７点が選ばれるなか、山梨県か
らは１１点と最多の出品数となっています。出
品を記念して、７月２０日まで市民俗資料館で
後田遺跡から出土した仮面土偶（縄文後期）の
特別展示を行っています。お見逃しなく！

　韮崎市商工会青年部では、「ニラ」に着目し、
ご当地グルメの研究開発をしています。そのひと
つ「韮やきそば」が６月１３日放送の「ともちゃ
ん家の５時」やきそば特集で取り上げられました。
６月２１日（日）には“ライフガーデンにらさき”
で「韮やきそば」と「韮崎焼」の試食販売会を開催！
今後は毎月第３日曜日に販売する予定です。あな
たもぜひ一度食べてみませんか？
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風
や
太
陽
の
光
を
利
用
し
た
工

作
を
と
お
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
作
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
・
内
容

　

８
月
18
日（
火
）
～
22
日（
土
）  

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

　

オ
ル
ゴ
ー
ル
風
車
な
ど

■
時
間
（
午
前
・
午
後
２
部
制
）

　

９
時

～

11
時
30
分

　

13
時
30
分

～

16
時

■
開
催
場
所

　

県
企
業
局
発
電
総
合
制
御
所

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

セ
ン
タ
ー
会
議
室

   

甲
斐
市
竜
王
新
町
２
２
７
７
ー
３

■
参
加
対
象

　

小
学
生（
３
年
生
か
ら
６
年
生
）

　

と
保
護
者
の
２
人
１
組

■
参
加
費　

 

無 

料

■
申
込
方
法

７
月
21
日（
火
）
９
時
～
電
話

に
よ
る
申
込
み
。（
各
部
20
組

■
対
象　

市
内
の
小
中
学
生

　

（
モ
デ
ル
同
伴
も
Ｏ
Ｋ)

■
定
員　

25
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
開
催
日　

８
月
１
日（
土
）、　

　

８
月
２
日(

日)

の
２
日
間　

■
時
間　

13
時
30
分
～
16
時

■
参
加
費　

無 

料
（
持
物
な
ど

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
場
所　

韮
崎
大
村
美
術
館
ほ
か

■
申
込
方
法　

７
月
11
日（
土
）～

　

７
月
21
日（
火
）に
電
話
に
て
お

　

申
し
込
み
。（
水
曜
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

韮
崎
大
村
美
術
館

　

☎
 

２
３
ー
７
７
７
５

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

　

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
入
館
料

　

大　

人　
　

５
０
０
円

　

小
中
高
生　

２
０
０
円

※
心
身
障
害
者
・
団
体
（
20
名
以

上
）
な
ど
割
引
あ
り

※
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

は
無
料

※
６
月
29
日
～
７
月
10
日
は
、
作

品
入
替
・
館
内
整
備
の
た
め
休
館

　

美
術
館
で
は
夏
休
み
を
利
用
し

て
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

女
子
美
術
大
学
の
指
導
の
下
、
絵

画
の
基
礎
を
学
び
、
楽
し
く
制
作

し
ま
し
ょ
う
。
成
果
作
品
の
展
示

を
美
術
館
に
て
行
い
ま
す
。　

　

自
然
へ
の
「
尊
敬
」
と
「
感
動
」

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
、
堀
文
子
先

生
（
１
９
１
８
年
～
）
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

近
年
は
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
微
細
な

世
界
に
目
を
向
け
る
な
ど
、
生
命

の
根
源
を
探
求
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
当
館
所
蔵
の
作
品
の

ほ
か
、
大
村
館
長
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
も
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
１
階
の
常
設
展
で
は
、

上
村
松
園
、
片
岡
球
子
等
の
作
品

を
展
示
、
２
階
第
２
展
示
室
で
は
、

鮮
や
か
な
色
彩
で
多
く
の
人
を
魅

了
し
続
け
て
い
る
鈴
木
信
太
郎
の

作
品
を
公
開
し
ま
す
。
第
３
展
示

室
で
は
、
島
岡
達
三
、
原
田
拾
六
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

７
月
11
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　

 

11
月
８
日（
日
）

■
開
館
時
間

　

10
月
31
日
ま
で
10
時
～
18
時

　

11
月
1
日
か
ら
10
時
～
17
時

韮
崎
大
村
美
術
館
企
画
展

　

自
然
と
共
に 

堀
文
子
展

-

大
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に-

キ
ッ
ズ
絵
画
講
座

〜
め
ざ
せ 
韮
崎
の
ピ
カ
ソ

　
　

身
近
な
人
の
顔
を
描
こ
う
〜

「
夏
休
み
親
子
教
室
」

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

工
作
教
室
を
開
催
！
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定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み 

　

県
企
業
局
発
電
総
合
制
御
所　

☎
０
５
５
ー
２
７
８
ー
１
２
１
１

　

ガ
リ
レ
オ
が

宇
宙
を
初
め
て

観
察
し
た
も
の

と
同
程
度
の
小

型
望
遠
鏡
を
製

作
し
、
県
立
科
学
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
観
察
を
行
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
望
遠
鏡
作
製

　

後
、
映
像
に
よ
る
天
体
観
測
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

８
月
８
日（
土
）
17
時
～
21
時

　

清
哲
公
民
館

■
定
員　

親
子
30
組　

先
着
順

　

（
小
学
生
対
象
・
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
用
な
ど

・
１
、８
９
０
円
（
望
遠
鏡
の
み
）

・
２
、７
４
０
円
（
三
脚
付
き
）

※
参
加
費
持
参
の
上
、
教
育
課
へ

　

申
し
込
み
。
詳
細
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
12
月
20
日（
日
）
に
第

15
回
武
田
の
里
音
楽
祭
を
行
い

ま
す
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に

歌
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

初
め
て
の
方
も
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
資
格　
　

　

ど
な
た
で
も
応
募
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
合
唱
団
の
全
パ
ー
ト
を
募
集 

し
ま
す
。

■
練
習
場
所
・
日
程　

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
に
て
、
下
表
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
当
ホ
ー

ル
で
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み　

　

７
月
４
日（
土
）
ま
で
に
申
込

書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
か
、
当
ホ
ー

ル
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

月　日 時間 月　日 時間

　７月　４日（土） １５：００～ １０月３１日（土） １９：００～

　７月１１日（土） １９：００～ １１月　７日（土）※ １９：００～

　７月１８日（土） １９：００～ １１月１４日（土）※ １５：３０～

　８月　１日（土） １９：００～ １１月２１日（土） １５：３０～

　８月２９日（土） １９：００～ １１月２８日（土）※ １５：３０～

　９月１２日（土） １９：００～ １２月　５日（土） １５：３０～

　９月１９日（土） １９：００～ １２月１２日（土） １５：３０～

１０月　３日（土） １９：００～ １２月１９日（土） １５：３０～

１０月１７日（土）※ １９：００～ １２月２０日（日） 本番当日

　
【
練　

習　

日　

程　

表
】　

　　
　
　
　

※
は
市
民
会
館
で
行
い
ま
す

第 15 回武田の里音楽祭合唱出演者募集鈴木大介×大萩康司×村治奏一
～ギタリストの饗宴～

◇公演日時・場所
　7 月 5 日（日）
　14 時半開演（14 時開場）
　東京エレクトロン韮崎文化　
　ホール・小ホール

◇公演内容
　それぞれが個性を持つ、旬の
　ギタリスト３名による豪華な
　共演コンサート。

◇チケット情報
　一般　 ３, ８００円
　＊未就学児入場不可

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎
　文化ホール
　☎２０ー１１５５
　 ２２ー１９１９

東京エレクトロン韮崎文化ホールより出演者募集・公演のお知らせ

　

★
夏
の
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

　

 

“
ガ
リ
レ
オ
が
眺
め
た

　
　
　
　
　

宇
宙
を
体
験
！
”

子育てサロン 銀河鉄道
　｢ おやつパンとスウィーツづくり」
　日時：７月８日（水）１０時～１２時３０分
　場所：市民会館４階料理講習室　　
　定員：２０人 　　費用：５００円
   講師：栄養士　茅野しずか先生
　持物：エプロン・三角巾・持ち帰り容器など　
　申込：7 月３日（金）まで    ※託児有り
　◆お問い合わせ
　　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）

　
■
日
時　

７
月
19
日（
日
）

　
■
集
合
時
間
（
１
日
４
回
開
催
）

　

９
時
・
11
時
・
13
時
30
分
・
15
時

■
集
合
場
所　

市
民
俗
資
料
館

■
定
員
・
参
加
費

　

各
回
親
子
５
組（
小
学
生
対
象
・  

　

保
護
者
同
伴
）

　

１
０
０
円
（
粘
土
代
）

◆
申
込
期
間
（
２
コ
ー
ス
共
通
）

　

７
月
６
日（
月
）～
16
日（
木
）

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

       　
　
　

 　

（
内
線
２
６
７
）  

■
申
込
期
限　

７
月
17
日（
金
）

　

本
物
の
土
器
を
手
に
取
り
な
が

ら
縄
文
土
器
作
り
と
土
器
焼
き
を

体
験
し
ま
す
。

■
日
時

　

土
器
作
り

：

７
月
18
日（
土
）

　

土
器
焼
き

：

８
月
８
日（
土
）

■
集
合
時
間

　

午
前
の
部　

９
時

　

午
後
の
部　

13
時
30
分

■
集
合
場
所　

市
民
俗
資
料
館

■
定
員
・
参
加
費

　

各
部
親
子
５
組
（
小
学
４
年
生

以
上
・
保
護
者
同
伴
・
両
日

と
も
参
加
可
能
な
方
）

　

３
０
０
円
（
粘
土
代
）

　

９
月
か
ら
イ
ギ
リ
ス
大
英
博
物

館
で
展
示
さ
れ
る
土
偶
が
韮
崎
か

ら
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
土
偶
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

オ
ー
ブ
ン
粘
土
で
作
る
の
で
、
当

日
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
縄
文　

　

 

土
偶
を
作
ろ
う
”

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
縄
文　

　

  

土
器
を
作
ろ
う
”
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■
費
用　

材
料
費
１
、０
０
０
円

■
講
師　

小
林
え
み
子
氏

■
定
員　

親
子
15
組

■
持
物　

　

切
っ
て
も
よ
い
写
真
、
は
さ
み
、

　

タ
オ
ル
、
新
聞
紙

■
日
時
・
場
所

　

８
月
１
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

韮
崎
市
民
会
館
１
階
工
芸
室

■
費
用　

１
セ
ッ
ト
５
０
０
円

■
講
師　

斉
藤
岳
南
氏

■
定
員　

親
子
15
組

■
持
物　

   

工
作
用
は
さ
み
、
新
聞
紙

◆
申
込
期
限︵
３
つ
の
教
室
と
も
︶

　

７
月
17
日︵
金
︶

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

市
中
央
公
民
館

　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

　

２
２
ー
２
９
１
０

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
文

書
作
成
（
ワ
ー
ド
）、表
計
算
（
エ

ク
セ
ル
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

経
理
事
務
を
実
習
し
ま
す
。

■
日
時　
　

　

８
月
25
日（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

 

９
月
９
日（
水
）

　

10
時
～
15
時

※
土
日
月
曜
日
を
除
く
10
日
間　

■
会
場   

須
玉
町
ふ
れ
あ
い
会
館

■
対
象
者　

　

概
ね
60
歳
代
前
半
の
方
で
、
雇

用
、
就
業
を
希
望
す
る
方

■
受
講
料　

無 

料

■
定
員   

15
名

■
締
切　

８
月
10
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

（
社
）峡
北
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
２
３

－

３
６
６
０

　

（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材　

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５

－

２
２
８

－

８
３
８
３

シ
ル
バ
ー
人
材
講
習
会

 

「
パ
ソ
コ
ン
・
経
理
事
務
」

　

　

夏
の
草
花
が
咲
き
み
だ
れ
る
甘

利
山
の
自
然
を
親
子
で
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

　

７
月
25
日（
土
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　

甘
利
山
山
頂
周
辺

■
費
用　

１
人
５
０
０
円

　

（
昼
食
の
お
す
い
と
ん
代
な
ど)

■
集
合
場
所　

甘
利
山
駐
車
場　

　

(

現
地
集
合
・
解
散)

■
定
員　

親
子
40
人

■
持
物
・
服
装　

　

飲
み
物
、
雨
具
、
帽
子
、
手
袋
、

　

筆
記
用
具
・
山
歩
き
の
で
き
る

　

服
装(

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン)

　
■
日
時
・
場
所

　

７
月
29
日（
水
）

　

10
時
～
12
時

　

市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

　　みんなで応援に行こう！
　～ホームタウンサンクスデー～
■試合日時　７月１８日（土）
　　　　１８時３０分 キックオフ
■対戦相手　セレッソ大阪　

■場所　小瀬スポーツ公園陸上競技場

　　
★夏休み自由研究プロジェクト
　

県内の博物館・資料館が集まって、
毎年恒例の一大イベントを開催し
ます。韮崎市民俗資料館も参加しま
す。是非お立ち寄りください。

■日時・場所
　７月２０日（月）：アイメッセ　
　１３時３０分 ～１６時３０分

中
央
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

「
甘
利
山
の
自
然
を

　
　
　
　
　
　

楽
し
む
つ
ど
い
」

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

｢

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
の

　
　
　
　
　

手
づ
く
り
ア
ル
バ
ム
」

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

｢
民
芸
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ　

　

 　
　

〜
逆
転
か
ざ
ぐ
る
ま
〜｣

第
２
回
ふ
る
さ
と
歴
史

　
　
　
　

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

お
山
の
神
様
・
上
今
井
を
探
ろ
う

　

神
々
の
住
む
山
に
囲
ま
れ
た
甲

斐
の
国
。
そ
ん
な
神
々
の
仲
間
の

一
柱
「
お
山
の
神
様
」。
上
今
井

に
は
見
所
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

何
気
な
い
石
垣
に
隠
さ
れ
た
石

工
さ
ん
の
遊
び
心
な
ど
、
身
近
す

ぎ
て
今
ま
で
気
に
も
留
め
な
か
っ

た
、「
穂
坂
町
上
今
井
地
区
」
の

魅
力
を
歩
き
な
が
ら
再
発
見
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
集
合
場
所

　

８
月
９
日（
日
）

　

９
時
集
合  

12
時
頃
解
散
予
定

   

上
今
井
・
山
神
社
前

■
定
員
・
参
加
費
な
ど

・
45
名
（
要
申
込
み
。
定
員
に
な

　

り
次
第
締
め
切
り
。）

・
50
円
（
保
険
料
・
当
日
徴
収
）

※
タ
オ
ル
・
飲
料
水
な
ど

※
雨
天
中
止

■
申
込
受
付
期
間　

７
月
６
日（
月
）
～
８
月
６
日（
木
）

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

市
中
央
公
民
館

　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

　

２
２
ー
２
９
１
０
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氏　名 住　所

樋口 　浩子 神山町鍋山
遠山 なつ子 水神
中込 　利文 旭町上條北割
横内 美紀子 竜岡町下條東割

【
本
人
部
会
】

　

峡
北
地
域
の
障
が
い
を
抱
え
る

方
々
が
中
心
に
集
ま
っ
て
、
日
常

生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
福
祉

施
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、
参

加
者
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
歓
迎
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

◇
日
時　

偶
数
月
第
１
日
曜
日

　

14
時
～
17
時

◇
場
所　

　

あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

旭
町
上
条
南
割
３
２
５
１
ー
１

　【
保
護
者
部
会
】

　

峡
北
地
域
の
障
が
い
児
（
者
）

の
保
護
者
が
中
心
に
集
ま
り
、
日

常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
福

祉
施
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

◇
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

（
７
月
は
７
日
）
14
時
～
16
時

◇
場
所　

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り

　

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条　

　

１
５
６
５
ー
１

　

市
で
は
、
公
募
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
市
と
実
行
委
員

会
が
協
力
し
て
、成
人
式
の
企
画
・

運
営
を
担
当
す
る
新
成
人
を
募
集

し
ま
す
。

  

20
歳
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
自

ら
の
手
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式

を
創
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
は
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員　

10
名
程
度

■
応
募
資
格

 

平
成
22
年
成
人
式
対
象
者

（
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
韮

崎
市
民
）
で
、
平
日
の
19
時
か

ら
数
回
行
う
予
定
の
実
行
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

■
申
込
期
限　

７
月
31
日（
金
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
６
７
）

　

６
月
25
日（
木
）
か
ら
８
月
31

日（
月
）
ま
で
、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と
、

衝
突
事
故
の
際
に
車
外
へ
放
り
出

さ
れ
た
り
、
体
を
強
く
打
ち
付
け

た
り
し
て
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
昨
年
６
月
１

日
よ
り
後
部
座
席
の
着
用
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
後
部
座
席
の
着

用
に
よ
り
万
一
、
交
通
事
故
に
遭

っ
た
と
き
に
自
分
だ
け
で
な
く
、

前
の
座
席
に
乗
っ
て
い
る
人
の
大

切
な
命
を
守
り
ま
す
。

　

車
に
乗
る
と
き
に
は
、運
転
席
、

助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
後
部

座
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
３
９
）

20
歳
の
思
い
出
づ
く
り

　

 
成
人
式
実
行
委
員
会

平成 21 年度山梨県消費生活相談員を紹介！

　韮崎市の相談員さんは次の 4 人です。
　お気軽にご相談ください。

峡
北
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

会
議
の
開
催
に
つ
い
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動

　
　
　
　
　
　

実
施
中
！

　

よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
毎
週
月
曜
日
午
前
と
木
曜
日
午

　

後
を
、
学
校
見
学
お
よ
び
入
学

　

相
談
日
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

　

す
。

※
入
学
条
件
お
よ
び
取
得
で
き
る

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み　

　

平
日
９
時
～
17
時
ま
で
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
立
盲
学
校　

教
務
係　

　

担
当

：

白
倉
、
保
坂

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１ 

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

E-m
ail: ysvi@

kai.ed
.jp

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

峡
北
圏
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
榊
原
）

　

☎
２
２
ー
６
１
１
１

　

県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
害
の

あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た

職
業
学
科
を
高
等
部
に
備
え
て
お

り
ま
す
。
視
力
が
低
い
た
め
に
車

の
運
転
が
で
き
ず
に
仕
事
で
悩
ん

で
い
る
方
、
視
力
低
下
に
伴
い
現

在
の
仕
事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

方
、
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
後
、

適
当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方

や
そ
の
御
家
族
、
支
援
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
ぜ
ひ
、
本
校
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
学
校
見

学
及
び
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
校
下
さ
い
。

■
見
学
会
日
程

◇
授
業
見
学
週
間 

　

７
月
13
日（
月
）
～
17
日（
金
）

　

高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科

　

お
よ
び
理
療
科
の
授
業
を
公
開

■
場
所
及
び
時
間
帯

　

山
梨
県
立
盲
学
校

　

（
甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２
）

　

学
校
見
学
及
び
入
学
相
談

・
年
間
通
し
て
電
話
・
メ
ー
ル
に

県
立
盲
学
校

「
学
校
見
学
・
入
学
相
談
」   
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お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る

子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

７
月
11
日（
土
）
12
日（
日
）

　

８
月
29
日（
土
）
30
日（
日
）

　

県
立
盲
学
校

　

甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２

※
相
談
は
、
10
時
～
15
時
ま
で

■
お
申
し
込
み

　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

※
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
か
ら

　

17
時
ま
で

■
費
用　

無
料

祖母石、一ツ谷、水神 1 ～２、若宮、旭、日の出、
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原 　 　９日（木）・２９日（水）

富士見、岩下、上の山  １０日（金）・３０日（木）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　 　　　　１３日（月）

穂坂町、日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場 １４日（火）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池 １６日（木）

藤井町全区 １日（水）・１７日（金）

中田町全区・穴山全区 ２日（木）・２１日（火）

円野町全区 ３日（金）・２２日（水）

清哲町全区・神山町全区 ６日（月）・２３日（木）

旭町全区  ７日（火）・２７日（月）

大草町全区・竜岡町全区 　 　　　８日（水）・２８日（火）

静心寮 １５日（水）

老壮大学 ２４日（金）

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。
お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （７月巡回日程）

◆市民栄養相談（要予約）
「食」に関する心配ごとや疑問の相談

※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
第１・２月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
弁護士が相談に応じます。
７月の相談は、２３日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内

※予約受付は、７月１０日（金）９：００〜
企画財政課（内線３５７）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築
けるよう協力します。
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
福祉課（内線１８０）で電話受付

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
盲
学
校
「
視
覚
障
害
教
育

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

担
当　

佐
田

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

　

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
少
し
で
も
不
安

の
あ
る
方
は
、
専
門
の
教
員
が
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る

の
が
難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー

ル
で
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

７
月
15
日（
水
）
～
18
日（
土
）

　

９
時
～
17
時

　

県
立
ろ
う
学
校　

幼
児
指
導
室

　

山
梨
市
大
野
１
０
０
９

■
お
申
し
込
み

　

７
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
予
約

※
受
付
時
間
は
、
平
日
17
時
ま
で

※
相
談
費
用
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

 

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

担
当　

手
塚

☎
０
５
５
３
ー
２
２
ー
１
３
７
８

０
５
５
３
ー
２
２
ー
６
４
１
９

sodan@
rogako.kai.ed.jp

夏
の
E
y
e

      

愛
ひ
と
み
相
談
会

夏
休
み
こ
ど
も
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
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新

◆無料特許相談（要予約）
  特許、商標、著作権等の知的財産に関する
相談に弁理士が応じます。
　７月の相談は、２２日（水）
   １３：００～１６：００
　相談時間は、１人１時間以内
　※予約受付は、７月１０日（金）　 ９：００
                      　 ～２１日（火）１７：００
　企画財政課（内線３５７）で電話受付

　

育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

◆パパ・ママ学級
　７月７日（火）赤ちゃん抱っこ体験、母乳栄養、
　　　　　　　 母乳マッサージ、ブレスト診断　
　　Ｂコース２　午後１３：３０～　　

◆すくすく教室（７か月）
７月７日（火）受付時間 １３：００〜１３：３０
　　　　　　  対　　象 Ｈ２０年１２月生まれ
８月４日（火）受付時間 １３：００〜１３：３０
　　　　　　  対　　象 Ｈ２１年１月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
７月２１日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対　　象　Ｈ２０年８月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
７月２２日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対　　象　Ｈ１９年６月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　７月２３日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康相談
　毎週月曜・木曜日
　９：３０〜１６：００

◆物忘れ相談
　７月１４日（火）９：３０〜１６：００

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具など　　　　

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑 ■お問い合わせ

　市保健福祉センター （本町３−６−３）
　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

◆心のデイケア
　７月８日、２２日（水）１０：００〜

◆健康アップ教室
　７月１６日、２３日、３０日（木）９：３０〜

◆４か月児健診
７月２４日（金）　
受付時間　１３：００〜１３：３０
対      象　Ｈ２１年３月生まれ

◆１歳６か月児健診
７月１５日（水）　
受付時間　１３：００〜１３：３０
対      象　Ｈ１９年１２月生まれ

◆３歳児健診
７月８日（水）　
受付時間　１３：００〜１３：３０
対      象　Ｈ１８年６月生まれ

※発熱など体調不良または、当日都合がつかな
　い場合は、翌月に受診することができます。

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

■日　　時　８月１日（土）１０時〜１６時

■相談方法　電話及び面談（予約不要）

■電話番号 （通話無料・当日のみ利用可）

　　　　    ０１２０－０５２－０８８
■面談場所　山梨県司法書士会館

　　　　　　（甲府市北口１－６－７）

■お問い合わせ

　山梨県司法書士会

　☎０５５ー２５３ー６９００

　
韮崎市立病院では
１０月からすべての診療科で
土曜外来休診となります。
市民の皆さまのご理解と
ご協力をお願いします。

新 型

全
国
一
斉
無
料
相
談

 

「
生
活
保
護
１
１
０
番
」

　 　 　　★個人や家庭でできる予防は？

「咳エチケット」に気をつけましょう！
　咳やくしゃみのしぶきは、約２メートルも飛びます。咳やくしゃみが出るとき
は、ティッシュなどで口と鼻をおおい、他の人から顔をそらして、できれば１メ
ートル以上離れましょう。使ったティッシュはすぐゴミ箱に捨て、押さえた手は
すぐに石けんなどで、ていねいに洗うようにしましょう。　
　また、外から帰ったら先ず手洗いを！家族の習慣にしましょう！　
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

☆行事のない日でも、
　各センターは開館し
　てます。お子さんと
　一緒に遊びに来てく
　ださい。

☆小学生の行事は「パ
　ソコンを楽しもう」
　など、ほかにもあり
　ます。

☆詳しくは、各児童セ
　ンターにお問い合わ
　せください。

◆なかよし広場（水あそび）
　７月２日、２３日、３０日（木）
　１０：３０～
◆親子ふれあい体操「トンネルで遊ぼう」
　７月９日（木）１０：３０～
◆作って遊ぼう「水遊びのおもちゃ作り」
　７月１６日（木）１０：３０～
　※要申込　１３日（月）締切　 
◆盆踊りを楽しもう（小学生対象）
　７月８日（水）１５：３０～
　講師　石川千夏先生
◆夏祭り（小学生対象）
　７月２４日（金）１４：３０～
◆食育の話（小学生対象）
　７月２７日（月）１５：００～
　講師　コープやまなし

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆なかよし広場（水あそび）
　７月６日、１３日（月）１０：３０～
 ◆子育てクッキング
　７月１０日（金）
　受付９：５０　開始１０：００　
　講師　横森千代子栄養士
　場所　保健福祉センター２階（現地集合）
　（エプロン・三角巾・スリッパ・飲み物・
　スプーン等持参）
　※要申込　材料費自己負担

◆作って遊ぼう「水遊びのおもちゃ作り」
　７月１５日（水）１０：３０～
　※要申込　 １３日（月）締切

◆盆踊りを楽しもう（小学生対象）
　７月３０日（木）１５：３０～
　講師　石川千夏先生

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆なかよし広場（水あそび）
　７月１７日、２４日、３１日（金）
　１０：３０～
◆親子で遊ぼう「パラバルーンで遊ぼう」
　７月３日（金）１０：３０～
◆誕生記念手がたづくり
　７月７日（火）～９日（木）１１：００～
　※要申込　１日（水）締切　材料費自己負担

◆盆踊りを楽しもう（小学生対象）
　７月１6 日（木）１５：３０～

　講師　石川千夏先生

◆夏祭り・お年寄りとの交流会
　（小学生対象）
　７月２２日（水）１５：００～
◆吹き矢（小学生対象）
　７月３１日（金）１５：００～
　講師　　市体育指導員

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆なかよし広場（水あそび）
　７月７日、２８日（火）１０：３０～
 ◆手遊び歌遊び
　７月１４日（火）１０：３０～
 ◆夏祭り（小学生対象）
　７月２３日（木）１４：３０～
 ◆お話し会（小学生対象）
　７月２８日（火）１４：３０～

　講師　お話サークル「ききみみずきん」

 ◆食育の話（小学生対象）
　７月３０日（木）１４：３０～　
　講師　山梨県栄養士会

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□子育て相談
　面　　談　９：００〜１７：００

　電話相談　９：００〜１７：００

□その他のイベント・講座

◆親子交通安全教室（さちかぜ号）
　 ７月１日（水）１０：００～１１：００

◆親子カウンセリング教室
　 7 月１７日（金）　１０：００～１１：３０

　 講師　川辺　修作先生

◆シャボン玉遊び（要予約）
　 7 月２７日（月）　１０：００～１２：００

◆夏まつりに参加しましょう
　参加費実費（要予約１５組）
　 ７月１０日（金）　１６：００～

ファミリー・サポート・センターでは、

子育てのお手伝いが必要な方の手助けをしています。

お気軽にお問い合わせください。

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

□例月のイベント（会場：支援センター）

◆子育てトーク
 　 ( 子育てについて気軽に話しましょう）

　 ７月８日（水）８月５日 ( 水 )　１０：３０～

◆体位測定（お子さんの身長・体重を計ります）

　 ７月１３日（月）１０：３０～

◆誕生会に参加しましょう
　 ７月２４日（金）１０：００～１１：３０

◆毎週水曜ミニタイム（歌・手遊び・シアターなどお楽しみに）

　 ９：００～１２：００

６月５日のちびっこ運動会



23

i

　

今月の朗読のつどい

今月のだっこの会
わらべ歌や、手遊びなど日
頃の親子のふれあいにぴっ
たり。遊びや絵本に思わぬ
反応が！楽しいですよ！

日時　７月２３日（木）　　
　　　１０：３０〜
場所　市民会館３階　和室

『龍神の雨』
　道尾秀介著　（新潮社）

雨のせいで、彼らは過ちを犯す。雨の
せいで、彼女は殺意を抱く…。人は、
やむにやまれぬ犯罪に対し、どこま
で償いを負わなければならないのだろ
う。暗転する事件の果て、２組の子供
達がたどり着いた、慟哭と贖罪の真実
とは？

『ソクラテス学校へ行く』
　山口タオ作　田丸芳枝絵
　　　　　　　　　　（岩崎書店）
小学３年生になり、毎日楽しく過ごし
ているカズヒコ。でも、困ったことが
ひとつ。のら猫ボスのあいつが毎日学
校にやってくるんだ！人間の言葉を
しゃべる、本が大好きな猫・ソクラテ
スが活躍するシリーズ。

（一般書）「ある日突然、失業したら、どうする・
　　　　どうなる」　 日

ひゅうが

向咲
さくじ

嗣著（明日香出版社）

　　　　　「宇宙の片隅で恋を語る」
　　　　谷村志穂著（河出書房新社）

（児童書）「むこう岸には」　 マルタ・カラスコ作
　　　　　　　　　　　宇野和美訳（ほるぷ出版）

　　　　　「料理のことば絵事典」 
 枝元なほみ監修（PHP 研究所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか多数

新刊情報 図書館流通センター ｢週刊新刊全点案内 ｣１６２０号より

■７月の休館日　毎週月曜日、３１日 ( 金 )
◇韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

夏休みにお勧めの本
今回は中学生・小学校高学
年生にオススメの本を紹介
します。夏休みにいかが？

【中学生向け】

「一瞬の風になれ」全３巻
　　佐藤多佳子著　　
　　　　　 講談社（２００６年）

さほど強豪でもない春日台高
校陸上部。最初はやる気の無か
ったわけあり少年たちが、やが

てインターハイ優勝をめざして４００ｍリレーに
打ち込みます。さわやかな陸上青春小説です。

【小学校高学年向け】

「夏の庭－ The Friends」

　　湯本香
か ず み

樹美作　徳間書店（２００１年）

小学生最後の夏、あるきっかけから「死んだ人」
に興味を持った３人の少年は、近所のおじいさ
んを見張ることに。ところが彼はだんだん元気
になり…。忘れがたい夏の物語です。

今回は、韮崎市の“こぶしの会”の皆様を

お迎えします。お楽しみに！

日時　７月４日（土）１４：００～　

場所　市民会館４階　大会議室
「ワインスベルクの女たち」『心に太陽を持て』より

　　　　　　　　　　　　　　 　山本　有三作　

「帰り道」『恋物語』より　　　 　　 連城三紀彦作 
「朝顔」　　　　　　　　　　　  　　 藤沢　周平作

「かえりのげた」『ふなうた』より　 　三浦　哲郎作

◆次回は、８月１日（土）を予定しています。

市の人口（６月１日現在）

男 １６，０８１人　  世帯数 １２，２９５世帯
女 １６，２５７人　  前月比　　   ー１１世帯
計  ３２，３３８人　  前月比　       －１人

　健康に気をつけ医療費
                   の節約にご協力ください
6 月に市が支払った医療費をお知らせします。
国民健康保険	141,681,095 円　※１人当り 16,357 円	
（前年同月比　2.44％増）　

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな

しがいっぱい、みんな集まろう！

　日時　７月２５日（土）１４：００～
　場所　市民会館４階　和室

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。　

◎エレベーター前のリサイクル文庫にもご協力ください。

◎ご返却が遅れている方は、お早めに返却してください。
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